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報告

要旨
臨床検査業務の多様化に伴い、臨床検査技師の知識・技能の質的向上が社会的にも要求されており、臨床検
査技師を対象とした高等教育機関が実施するリカレント教育に対する社会的ニーズは高まってきている。本論
文は、わが国の高等教育機関における卒後教育として、臨床検査技師を対象としたリカレント教育の推進と発
展に資するために、職場で超音波検査を担っている臨床検査技師を対象にわれわれがこれまでに実践してきた
2つの研修（教育）内容を例示しつつ、先にわれわれが公表した臨床検査技師を対象としたリカレント教育に
関する予備調査をもとに、わが国の高等教育機関が臨床検査技師を対象として行うリカレント教育について論
考したものである。
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臨床検査技師を対象とした高等教育機関における
リカレント教育に関する一考察

― 超音波検査を担う臨床検査技師を対象として ―
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Abstract

With the diversification of clinical laboratory work, there is a social demand for qualitative 

improvements in the knowledge and skills of clinical laboratory scientists, and there is a growing 

social need for recurrent education provided by higher education institutions for clinical laboratory 

scientists. To contribute toward the promotion and development of recurrent education for clinical 

laboratory scientists in postgraduate education in higher education institutions in Japan, this paper 
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緒言

臨床検査技師のニーズが増加するに伴い、臨床検
査技師養成校が毎年のように新設され、一般社団法
人日本臨床検査学教育協議会に加盟している大学・
短期大学・専門学校は、平成 26年（2014年）5月
27日時点で 80校であった 1）が、令和 4年（2022年）
10月 13日現在では 99施設まで増加し 2）、臨床検査
技師国家試験合格者数についても毎年増加してい
る。
このような臨床検査技師教育を取り巻く環境の
なか、神戸常盤大学（以下、本学）保健科学部医
療検査学科は、2012年に全国初の臨床検査技師養
成指定大学となった 3）4）。大学における臨床検査技
師教育が大きく変わった 1987年当時、臨床検査技
師養成を主目的とした大学は 4校のみであり、70

校を超える他の養成校は、国公立を含めて全て短
期大学または専門学校であった。2020年 4月時点
で入学生を受け入れる臨床検査技師養成校は専門
学校 25校・短期大学 3校の合計 28校に対し、大
学は 63校と大幅に増加している 5）。このように、
臨床検査技師の資格取得者数が増加に加え臨床検
査技師養成施設では大学の数が大幅に増加してお
り、臨床検査技師卒前教育は変換しつつあると捉
えることができる。
臨床検査については、医学・医療の発展によっ
て量的にも質的にも著しく拡大しており、これに
伴って、臨床検査技師の業務も多様化しているた
め、検査技師の知識・技能の質的向上が社会的に

も要求されている。このような環境の変化を踏ま
え、厚生労働省では臨床検査技師学校養成所カリ
キュラム等改善検討会を設け、2020年 4月に報告
書を発表し、2022年入学生から臨床検査技師国家
試験受験資格を得るには 102単位の履修が必要と
なる 6）。
近年の技術革新の著しい進展や産業構造の変化
などに対応して、産業界による社会人教育だけで
はなく、学校が社会人再教育を行うリカレント教
育へのニーズが高まってきている 7）。なかでも特に、
職業人を対象として高等教育機関が実施する職業
志向の教育の拡充について、大学等に寄せられる
期待は大きい。
しかしながら、実際、国立情報学研究所（NII）
の学術情報ナビゲータ CiNii 8）と医学中央雑誌刊行
会の医中誌Web 9）において、「臨床検査技師」と
「リカレント」をキーワードに検索してみても、わ
れわれが 2020年に公表した予備調査 10）のみがヒッ
トするだけであった。これは、臨床検査技師を養
成するわが国の高等教育機関において、本学保健
科学部医療検査学科を除き、リカレント教育を提
供している例がない、もしくは、ほとんどないこ
とを示している。
本論文は、わが国の高等教育機関における卒後
教育として、臨床検査技師を対象としたリカレン
ト教育の推進と発展に資するために、職場で超音
波検査を担っている臨床検査技師を対象にわれわ
れがこれまでに実践してきた 2つの研修（教育）
内容を例示しつつ、先にわれわれが公表した臨床

presents two examples of educational contents that the first author has practiced for clinical 

laboratory scientists responsible for sonography in the workplace. It also discusses the recurrent 

education for clinical laboratory scientists provided by higher education institutions in Japan, 

based on a preliminary survey on recurrent education for clinical laboratory scientists that we had 

published earlier.

Key words: biomedical laboratory scientist, higher education, recurrent education, sonologist
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検査技師を対象としたリカレント教育に関する予
備調査 10）をもとに、わが国の高等教育機関が臨床
検査技師を対象として行うリカレント教育につい
て論考する。

2つの実践例

1．2002年から 2018年の 17年間に勤務先の病
院で実施した58回のオープンカンファレンス
筆頭著者が勤務していた神戸市立医療センター
西市民病院（以下、市民病院）において、2002年
から 2018年の 17年間、地域医療の一環として生

表1　新人育成プログラム例（超音波検査関連）
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理検査スタッフとともに、58回に及ぶオープンカ
ンファレンス（超音波検査関連）を１回あたり 100

分前後で開催した。
オープンカンファレンスでの話題は、基礎的な
ものから、最先端なものまで、幅広く取り入れた。
第 1回（2002年 6月 27日）の「腹部エコーパート
1『胆嚢病変の基礎と臨床』」から始まり、第 58回
（2018年 2月 8日）の「唾液腺・顎下腺・舌下腺、
頸部リンパ節の超音波診断」に至るまで、消化器、
循環器、泌尿器、婦人科、乳腺、甲状腺、血管な
ど、さまざまな臨床超音波検査についての話題を
提供した。この間、各専門病院の医師やオーソリ
ティの臨床検査技師からさまざまな助言やコメン
トをもらいながら、毎回のカンファレンスを進め
た。この経験と内容（検査項目、必須時間、主題、
項目）をもとに作成した新人教育プログラム（超

音波検査関連）の例が表 1である。

2．2018年から本学保健科学部医療検査学科で実
施しているリカレント教育
筆頭著者は、2018年の 3月まで市民病院に勤務

していたが、2018年 4月から本学保健科学部医療
検査学科へ異動し、リカレント教育構築に向けて
の活動を開始した。
超音波検査は、実施者の能力や技術など個人的資
質が最も問われる業務の 1つであり、被検者であ
る患者の症状や検査データ、他の画像所見などを
加味して検査を実施していく必要がある。そのた
めには、正常な状態をよく把握することが極めて
重要であるが、病院や健診センターでは、超音波
検査を中心とした生理機能検査業務の基礎的なカ
ンファレンスを実施している講習会が非常に少な
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い。また、超音波検査は腹部・体表（乳腺、甲状
腺など）・泌尿器・血管系など多分野に分かれるた
め、小規模の病院では適切な指導者が不在の施設、
突然に超音波検査の業務依頼を受ける施設なども
あり、その状況・環境に本学卒業生が困惑してい
る現況であった。以上の理由から、超音波検査に
特化したリカレント教育の必要性を感じ、2018年
7月より、大学における社会貢献・地域貢献の一環
として本学においてリカレント教育を開始した。
リカレント教育は、本学卒業生を含む超音波検
査業務を担うことになった新人の、基礎的基盤を
築き上げるための知識や技術を修得してもらうこ

とを主目的とした。そこで、研修内容は、表 1の
新人育成プログラム（超音波検査関連）、ならびに
超音波検査士認定試験対策―臨床編：健診領域【四
訂版】11）を参考に作成した。第 1回から第 5回ま
では、要望の最も多かった「肝臓の超音波検査」
を取り挙げ、以後、コロナ禍で中断を余儀なくさ
れるまでに合計 21回、表 2の内容で開催した。
本研修の運営・展開方法は、上記内容にまつわる
各症例を参加者に提示したのち、病態推定をしな
がら検討をしていく、いわゆる Reversed Clinico-

Pathological Conference（RCPC）形式 12）で行った。
症例検討では、病態解析、臨床所見、血液検査所

表2　リカレント教育プログラム内容
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見を解析後、疾患の定義と疫学、超音波検査所見
を中心とした評価ポイントなどを細かくかみ砕い
て説明し、他のモダリティ（医療用画像機器）と
の比較も行い、さらに、症例のさまざまな超音波
画像類似病変についても動画・静止画にて提示し
た。また、手術が実施され最終診断のついた症例
においては、病理診断についてもわかりやすく説
明するように工夫した（図 1）。「腹部」「乳腺」「甲
状腺」「泌尿器」「血管」などの多岐にわたる各臨
床部門に関しては、癌検診の有効性のエビデンス、
メタボリックシンドロームなど生活習慣に関連す
る健診業務にて発見率の多い疾患、癌占有率、部

門別超音波所見の特徴などについて、超音波検査
の各分野における実施基準、判定基準、所見用語、
基礎的解剖生理学を含めた内容とした。また、超
音波の原理・超音波診断装置内部での信号処理の
仕方などの基礎的事項についても、知識の確実な
定着に繋がるようにした。

考察

1．超音波検査士の観点から
1987年に設立された公益社団法人日本超音波学
会が認定する超音波検査士認定試験（以下、認定

図1　疾患の定義と疫学、超音波所見を中心とした評価ポイント
（第11回リカレント教育プログラムで用いた資料の一部）

a. 膵臓の基礎　腹側膵について（発生と解剖、膵機能など）
b. 超音波膵腫瘍像　病態・臨床症状・超音波検査所見（膵管拡張）、およびその走査法
c. 超音波検査士資格取得に必要な基礎解剖　頭・体・尾部の分類法（認定試験対策所見用語）
d. 膵臓腫瘍性病変の病理学的分類と超音波症例像（パート 1～ 5；膵腫瘍性病変のすみわけ）
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試験）は、37年前の 1985年に第 1回が行われた。
2006年に行われた第 21回の認定試験から、新たに
健診領域が新設された。ところが、指定学会会員
歴などを満たした従事者が受験しようとする場合、
事前に提出する画像付き症例レポート 20症例を集
めることが難しく、受験するのが困難であった。
そのため、2018年の第 34回からは緩和され、必要
症例数が 10症例へと削減される代わりに、「撮影
技術と解剖」の書類審査が新たに追加された。
そこでリカレント教育を行うに際し、未経験の
疾患や腫瘍の整理がしやすくなり、受験時の報告
書提出にも役立つようにするため、基礎的な解剖・
臓器の発育過程や超音波探触子による走査方法、
また疾患や腫瘍の病理学的（癌取り扱い規約）な
区別を行うなど、超音波検査士認定試験問題に準
じた研修内容とすることにした。
われわれの経験においても、基礎解剖や臨床経
験を積んだ学修は検査をする際にも非常に重要と
なる。しかし、そのためには、超音波機器の操作
に慣れ、綺麗で説得力のあるオリエンテーション
のついた 1枚の写真を撮影し、その画像のシェー
マを記述し、正確な解剖を理解していく必要があ
る。超音波機器の受信回路をよく理解したうえで、
図 2のように画像全体の明るさの変化（ゲイン）
や、体表からの距離に応じて Bモード画像［STC

（深さに応じた減衰補正）］を調整し、画像のコン
トラスト（ダイナミックレンジ）やターゲットの
鮮明さ（フォーカス）を意識し、目的臓器により

調整を変化させ、さらには最終フリーズにもしっ
かりとこだわった画像を記録していかなければな
らない。このような、細部に亘る調整がひいては
患者のためになり、診断に至る経緯を端的に動画
として残すこと自体が、超音波検査を熟知して診
断に至る最善の手段であり、そのことが健診（検
診）を受ける者と超音波検査士、さらには他の医
療従事者と超音波検査士における信頼関係の構築
に繋がるため、極めて重要である。
阪神淡路大震災以降、医療費削減の昨今、健診
業務が注目され健診センターの数も増え続け、わ
が国は予防重視型の医療に変わってきている。し
かしながら、これまで述べてきたように急激に伸
びてきた健診業務を支える超音波担当検査技師が
認定試験に合格することは、病院等に勤務する超
音波担当検査技師に比べ困難であることが推察さ
れる。したがって、他のモダリティも含めて医療
用画像機器が比較的整っている高等教育機関にお
いて、リカレント教育の一環としてわれわれが実
施してきたような学修機会を提供することは、有
所見経験の乏しい健診業務に着任した新人にとっ
てきわめて重要なことであることを、本学におけ
る 21回のリカレント教育期間により再認識した。

2018年 7月 31日東京超音波研究会如月会は、い
くつかの超音波検査士認定試験対策シリーズ 11）13）

を発刊している。そのなかの１冊である超音波検
査士認定試験対策―臨床編：健診領域【四訂版】11）

において「1. 健診（検診）の基本的事項」「2. 超音

図2　画像全体の明るさの変化（ゲイン）調整
（第1回リカレント教育プログラム「基本的な走査（クイノー分類）と評価するポイント」で用いた資料の一部）
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波スクリーニングの診断基準と判定基準」「3. 個人
保護法や検査時の注意点」「4. 人間ドックに関する
データ」「5. 癌に対するデータ」などの基礎的事項
と、「腹部」「乳腺」「甲状腺」「泌尿器」「頸動脈／
大動脈瘤」などの解剖生理や超音波所見用語など
の臨床内容が示された。本学で実施してきたリカ
レント教育プログラムにおいては、将来超音波検
査士の受験に役立つように心がけた。今回対象と
した、健診領域の検査士認定制度には、心臓超音
波検査は含まれていない。しかし、この領域には
心電図が必須であり、近年受診者の要求により循
環器コースなどが設定され、特にドック施設では
検査項目として導入している施設が増えてきてい
ることなどの理由から、リカレント教育の内容に
組み込んだ。

2．リカレント教育の観点から
われわれは、2020年、研修内容（実践度）や教

材内容、参加理由、研修への要望について予備調
査を行い報告した 10）。そこでは、研修開始時間、
曜日、研修時間、教材内容、研修内容に関して、
どの項目に対しても 80～ 90%の回答者から肯定的
な回答が得られた。このことから、リカレント教
育のプログラムに関しては表 2の内容を土台とし

ていけばよいと考える。
また、上記の予備調査 10）では、32.4％の参加
者が超音波検査士を取得済みで、取得予定者が
28.6％、取得予定なしが 39.0％であった（図 3-a）。
超音波検査士を取得済みの内訳は、消化器領域
が 38.9％と最も多く、次いで循環器領域の 25.0％
であった（図 3-b）。注目すべきは、健診領域が
13.9％と、3番目に取得状況が多いことである。ま
た、取得予定者においては、48.0％が消化器、次い
で 32.0％が健診領域を希望していた（図 3-c）。参
加者の内訳では、健診センターに勤務する臨床検
査技師が 10.7％であった。本学の保健科学部医療
検査学科における健診センターへの就職内定率は、
2013年度の 5.26％から 2018年度 8.54％と、現役卒
業生の就職状況もわずかではあるが年々増加傾向
にある。
このことから改めて、健診領域の超音波検査担
当者が、学会や協会が開催している基礎的な講習
会への参加が難しい状態であること、また異常症
例の経験が少ないため、リカレント教育に対して
は多種多様な症例動画閲覧に期待していることを
窺い知ることができた。より具体的の述べると、
①病院に勤務している臨床検査技師の場合、勤務
先の先輩が指導してくれる機会があるが、健診セ

図3　受講者の超音検査士取得状況
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ンターに勤務している臨床検査技師は、急性腹症
や癌症例などの臨床経験が少ない指導者が多いな
どの理由からその機会が極めて少ない、②健診セ
ンターに勤務している臨床検査技師が超音波検査
について学修できる機会は、全国レベルで考える
と、各協会が実施している年 2回の日本超音波医
学会全国学術集会での講習会や地方会学術集会に
おける講習会などでしかない、③左記の講習会に
参加しても、健診センターに勤務している臨床検
査技師は、異常画像の経験数が少ないため超音波
検査に関する基本的なことを十分に理解できてい
ないことが多く、参加しても内容的な理解に困難
が伴う、④健診領域における超音波検査士資格試
験の出題が、腹部・体表（乳腺、甲状腺など）・泌
尿器・血管系などの多岐にわたる理由で、健診セ
ンターで超音波検査を担当する臨床検査技師のリ
カレント教育に対するニーズが高いと推察される。
したがって、高等教育機関において超音波検査を
主題としてリカレント教育を実施する際には、こ
のような現状を踏まえたうえで、リカレント教育
内容の吟味と運営を行っていくことも重要である。
臨床で医師が、技師の撮った画像や動画を使用
して患者や家族に病状を説明する際に、説明しき

れない場面が生じることがある。いくら高価な超
音波検査装置を購入して検査を行っても、撮影し
た画像が的確・適切でなければ元も子もない。リ
カレント教育では、講義においてもハンズオンに
おいても、綺麗で説得力のある写真や動画をリア
ルタイムで見てもらうことが可能であり、参加者
がそれを自身が勤務する施設で実施している写真
や動画と見比べることで、患者さんへ届ける一画
像の重要性に気づいてもらうことができると考え
ている。これが、在学生への卒前教育とは異なる、
リカレント教育の最大の趣旨であり、リカレント
教育だからこそなし得ることである。

3．高等教育機関におけるリカレント教育の要諦
リカレント教育を行うにあたり、超音波検査を
実施していくうえで最も重要なこととして、「診断
装置を熟知し装置の信号処理を丁寧に実施」「いつ
誰が見ても綺麗で遜色のない超音波画像を保存」
「シェーマを書いて解剖を理解し明確なレポートを
作成する（図 4）」、この繰り返しが術者の成長する
最善の手段であることを念頭に、プログラムを構
築することが重要である。さらに、基礎的学修と
超音波技術を学び、他のモダリティを含め多数症

図4　さまざまな走査の画像写真とシェーマよりGroove 膵炎と診断
（第15回リカレント教育プログラム　「『急性膵炎とgroove 膵炎、groove 膵癌』」より抜粋）
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例の判読をとおして、さまざまな疾患に興味・関
心を抱いてもらうことが継続的な学修に重要とな
る。これはまた、リカレント教育の有効性評価に
繋がるものであると考える。
本論文が、これから臨床検査領域におけるリカ
レント教育に着手しようとする高等教育機関の一
助となり、わが国の臨床検査技師の質の向上に繋
がることを希求する。
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